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千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章（
８
人
）

第
10
分
団
長	

髙た
か

宮み
や　
秀ひ

で

隆た
か

第
11
分
団
長	

古ふ
る

谷や　
和か

ず

明あ
き

班
長	

浅あ
さ

野の　
喜よ

し

幸ゆ
き（
13-

１
）

団
員	

小お

倉ぐ
ら　

茂し
げ

人と

（
２-

２
）

団
員	

吉よ
し

井い　
文ふ

み

彦ひ
こ（
２-

７
）

団
員	

宇う

井い　
一か

ず

孝た
か（
５-

１
）

団
員	

齊さ
い

藤と
う　
　
勉つ

と
む（
６-

１
）

団
員	

森も
り

口ぐ
ち　

正ま
さ

樹き

（
９-

２
）

精
勤
章（
16
人
）

本
部
付
分
団
長	

井い

野の　
徳の

り

茂し
げ

第
２
分
団
長	

佐さ

藤と
う　
慎し

ん

也や

第
12
分
団
長	

土つ
ち

屋や　
邦く

に

博ひ
ろ

第
13
分
団
長	

江え

口ぐ
ち　
貴た

か

彦ひ
こ

第
12
副
分
団
長	
古ふ

る

川か
わ　

克か
つ

典の
り

部
長	

椎し
い

名な　
正ま

さ

芳よ
し（
５-

３
）

班
長	

木き
の

下し
た　
貴た

か

光み
つ（
１-
３
）

班
長	

齋さ
い

藤と
う　

一か
ず

人ひ
と（

４-
７
）

団
員	

浅あ
さ

井い　
武た

け

士し

（
２-

５
）

団
員	

都つ

築づ
き　
正ま

さ

茂し
げ（
４-

４
）

団
員	

廣ひ
ろ

澤さ
わ　
克か

つ

修の
ぶ（
５-

１
）

団
員	

小お

栗ぐ
り　

義よ
し

通み
つ（

５-

３
）

団
員	

若わ
か

名な　
祥よ

し

式の
り（

７-

１
）

団
員	

伊い

東と
う　

靖や
す

文ふ
み（

８-

１
）

団
員	

石い
し

橋ば
し　
哲て

つ

郎お

（
９-

２
）

団
員	

鈴す
ず

木き　
茂し

げ

利と
し（

13-

４
）

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
章（
12
人
）

第
４
副
分
団
長	

河こ
う

野の　
光み

つ

治は
る

第
13
副
分
団
長	

篠し
の

原は
ら　
正ま

さ

洋ひ
ろ

部
長	

相あ
い

葉ば　
宏ひ

ろ

幸ゆ
き（
１-

２
）

部
長	

土つ
ち

屋や　
　
久ひ

さ
し（
２-

５
）

部
長	

櫻さ
く
ら

田だ　
基も

と

介す
け（
３-

３
）

部
長	

齋さ
い

藤と
う　
真し

ん

一い
ち（
４-

１
）

部
長	

長は

谷せ

川が
わ　

亨と
お
る（

４-

５
）

部
長	

戸と

村む
ら　
浩ひ

ろ

章あ
き（
５-

２
）

部
長	

杉す
ぎ

山や
ま　
勝か

つ

信の
ぶ（
６-

２
）

部
長	

舩ふ
な

津つ　
充み

つ

伯の
り（
６-

３
）

班
長	

椎し
い

名な　
了り

ょ
う

佑す
け（

９-

１
）

班
長	

伊い

東と
う　
淳あ

つ

志し

（
13-

１
）

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章（
３
人
）

本
部
付
分
団
長	

鈴す
ず

木き　
達た

つ

矢や

本
部
付
分
団
長	

古ふ
る

内う
ち　
一か

ず

行ゆ
き

第
３
分
団
長	

櫻さ
く
ら

田だ　
紘ひ

ろ

士し

精
勤
章（
12
人
）

第
１
副
分
団
長	

相あ
い

葉ば　
裕ゆ

う

樹き

第
２
副
分
団
長	

藤ふ
じ

平ひ
ら　

正ま
さ

臣お
み

第
３
副
分
団
長	

佐さ

々さ

木き

武た
け

史し

部
長	

石い
し

井い　
祥し

ょ
う

司じ

（
２-

４
）

部
長	
能の

勢せ　
裕ゆ

う

一い
ち（
３-

２
）

部
長	
川か

わ

島し
ま　

広こ
う

大だ
い（

４-

２
）

部
長	

野の

口ぐ
ち　

寛ひ
ろ

尚ひ
さ（

７-

２
）

班
長	

布ふ

施せ　
雅ま

さ

史ひ
と（

３-

１
）

班
長	

奈な

良ら　
翔し

ょ
う

悟ご

（
５-
３
）

東
消
防
署

消
防
司
令
補	

石い
し

田だ　
直な

お

之ゆ
き

東
消
防
署
山
武
分
署

消
防
司
令
補	

板い
た

倉く
ら　
弘ひ

ろ

明あ
き

消
防
司
令
補	

関せ
き　
　
敦あ

つ

夫お

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
山
武
支
部
長
表
彰

功
労
章（
４
人
）

第
９
分
団
長	

櫻さ
く
ら

井い　
　
晋す

す
む

団
員	

浅あ
さ

野の　
雅ま

さ

義よ
し（
１-

２
）

団
員	

石い
し

橋ば
し　

純じ
ゅ
ん

一い
ち（

１-

３
）

団
員	

伊い

藤と
う　
　
忍し

の
ぶ（
８-

１
）

精
勤
章（
９
人
）

第
10
副
分
団
長	

小お

川が
わ　
雄た

け

大ひ
ろ

部
長	

並な
み

木き　
大だ

い

輔す
け（

２-

３
）

部
長	

川か
わ

島し
ま　
浩ひ

ろ

和か
ず（
４-

４
）

部
長	

大お
お

木き　
智と

も

浩ひ
ろ（

13-

３
）

班
長	

行な
め

木き　
政ま

さ

晶あ
き（
４-

２
）

班
長	

綿わ
た

貫ぬ
き　
　
学ま

な
ぶ（
８-

２
）

班
長	

佐さ

瀬せ　
洋ひ

ろ

和か
ず（
11-

３
）

班
長	

布ふ

施せ　
源げ

ん

哉や

（
12-

３
）

東
消
防
署

消
防
副
士
長	

佐さ

久く

間ま

圭け
い

祐す
け

山
武
市
長
表
彰（
15
人
）

部
長	

又ま
た

吉よ
し　

　
聡さ

と
し（

２-

１
）

部
長	

鈴す
ず

木き　
茂し

げ

充み
つ（
２-

７
）

部
長	

鈴す
ず

木き　
幸ゆ

き

成な
り（
４-

７
）

部
長	

石い
し

井い　
涼り

ょ
う

平へ
い（

５-

１
）

部
長	

小お

川が
わ　

雄ゆ
う

人と

（
６-

１
）

部
長	

糸い
と

久ひ
さ　

晃こ
う

平へ
い（

８-

１
）

部
長	

松ま
つ

下し
た

幸こ
う

一い
ち

郎ろ
う（
７-

１
）

部
長	

三み
つ

橋は
し　

拓た
く

実み

（
10-

３
）

部
長	

山や
ま

﨑ざ
き

建け
ん

太た

朗ろ
う（
11-

１
）

班
長	

椎し
い

名な　
　
幹も

と
き（

１-

１
）

班
長	
今い

ま

関ぜ
き　
吉よ

し

昭あ
き（
４-

５
）

班
長	

北き
た

島じ
ま　
新し

ん

介す
け（
10-

１
）

班
長	

秋あ
き

葉ば　
清き

よ

豊と

（
10-

２
）

班
長	

早は
や

川か
わ　
友ゆ

う

太た

（
11-

３
）

団
員	

鈴す
ず

木き　
昌ま

さ

洋ひ
ろ（
２-

６
）

山
武
市
消
防
団
長
表
彰（
15
人
）

部
長	

石い
し

渡わ
た　

雄か
つ

悠ひ
ろ（

１-

３
）

部
長	

伊い

藤と
う　
琢た

く

磨ま

（
２-

２
）

部
長	

鈴す
ず

木き　
将ま

さ

大ひ
ろ（
３-

４
）

部
長	

清し

水み
ず　
勝か

つ

利と
し（
８-

３
）

部
長	

川か
わ

島し
ま　

宗そ
う

太た

（
９-

２
）

部
長	

加か

瀬せ　
博ひ

ろ

幸ゆ
き（
10-

２
）

部
長	

星ほ
し

久く

木ぎ

拓ひ
ろ

行ゆ
き（

11-

２
）

部
長	

齋さ
い

藤と
う　
茂し

げ

和か
ず（
12-

１
）

部
長	

皆み
な

川か
わ　
喬た

か

好よ
し（
12-

２
）

部
長	

渡わ
た

邉な
べ　
辰た

つ

仁ひ
と（
12-

３
）

部
長	

長な
が

岡お
か　

大ひ
ろ

幸ゆ
き（

13-

２
）

部
長	

月つ
き

岡お
か　
美よ

し

子こ

（
女
性
部
）

班
長	

鈴す
ず

木き　
聡さ

と

史し

（
10-

１
）

団
員	

橋は
し

本も
と　

　
駿し

ゅ
ん（

４-

３
）

団
員	

小こ

安や
す　

朋と
も

子こ

（
女
性
部
）

防
火
水
槽
用
地
提
供
に
対
す
る
感
謝
状

八は
っ

角か
く　
健た

け

史し　
様	�

（
東
京
都
）

初
期
消
火
協
力
に
対
す
る
感
謝
状

９
月
17
日
発
生
建
物
火
災

春は
る

山や
ま　

幸こ
う

一い
ち　

様�

（
井
之
内
）

11
月
１
日
発
生
建
物
火
災

川か
わ

面づ
ら　

秀ひ
で

雄お　
様�

（
富
田
ト
）

加か

藤と
う　
正し

ょ
う

一い
ち　
様�

（
富
田
ト
）

１
月
３
日
発
生
建
物
火
災

今い
ま

川が
わ　
和か

ず

弘ひ
ろ　
様�

（
木
戸
）

山武市消防関係者表彰山武市消防関係者表彰
山武市消防団員、東消防署・山武分署の消防署員

として消防活動に永年活躍された 94人が表彰されま
した。
また、本市の消防活動にご協力いただいた 5人に

市長から感謝状が贈られました。
※令和 3年消防出初式については、新型コロナウ

イルス感染症の拡大状況に鑑み、中止いたしました。

受章者〈敬称略、順不同〉　（　）内は、部名



※費目別の主な内容（決算額が大きい事業）
【総務費】
　○情報通信機器管理事業 8645万円

【民生費】
　○障害者自立支援事業 9億8745万円

【衛生費】
　○地方独立行政法人さんむ医療センター運営事業 3億5565万円

【土木費】
　○道路維持補修事業 2億5270万円

【教育費】
　○成東学校給食センター施設管理運営事業 2億4139万円

○一般会計歳入

歳入合計

6782万円
241億

歳出合計

4658万円
220億

性質別歳出（カッコ内対前年度比率）

令和元年度決算報告
令和元年度の決算が12月定例議会にて認定されました。今回はその概要を一般会計を中心にお知らせします。

歳入合計は241億6782万円
前年度に比べ23億3549万円増加　

総務費
29億4047万円

13.3％

総務費
29億4047万円

13.3％

市税
57億7488万円

23.9％

市税
57億7488万円

23.9％

繰入金
12億9574万円

5.4％

繰入金
12億9574万円

5.4％

繰越金
12億4125万円

5.1％

繰越金
12億4125万円

5.1％
その他（諸収入ほか）

14億113万円
5.7％

その他（諸収入ほか）
14億113万円

5.7％

地方交付税
69億244万円

28.6％

地方交付税
69億244万円

28.6％

国庫支出金
23億8844万円

9.9％ 

国庫支出金
23億8844万円

9.9％ 

県支出金
14億2345万円 

5.9％

県支出金
14億2345万円 

5.9％

市債
22億7730万円

9.4％

市債
22億7730万円

9.4％

地方消費税交付金
8億8617万円

3.7％ 

地方消費税交付金
8億8617万円

3.7％ 

地方譲与税
2億7372万円

1.1％

地方譲与税
2億7372万円

1.1％
その他交付金
3億330万円

1.3％

その他交付金
3億330万円

1.3％

民生費
71億22万円

32.2％ 

民生費
71億22万円

32.2％ 

衛生費
19億661万円

8.7％

衛生費
19億661万円

8.7％

商工費
2億75万円

0.9％

商工費
2億75万円

0.9％

土木費
15億5639万円

7.1％

土木費
15億5639万円

7.1％

消防費
13億201万円

5.9％

消防費
13億201万円

5.9％

教育費
30億5084万円

13.8％

教育費
30億5084万円

13.8％

公債費
24億990万円

10.9％

公債費
24億990万円

10.9％

議会費
2億206万円
0.9％

議会費
2億206万円
0.9％

災害復旧費
2億6629万円
1.2％    

災害復旧費
2億6629万円
1.2％    

　まつおこども園移転整備のための市債の増額や令
和元年房総半島台風被害の対応のために財政調整基
金から繰入れを行った結果、前年度と比べ全体で23億
3549万円増加となりました。
　なお、市税は固定資産税の増加などにより前年度と
比べ1143万円増加となりました。

※市税の内訳（カッコ内対前年度比率）
•市民税（個人） 22億3301万円 （ 0%）
•市民税（法人） 4億0418万円 （－ 7.9%）
•固定資産税 26億4785万円 （＋ 1.4%）
•軽自動車税 1億7378万円 （＋ 2.8%）
•市たばこ税 3億1055万円 （＋ 1.7%）
•鉱産税 551万円 （－ 5.5 %）

○一般会計歳出
歳出合計は220億4658万円
前年度に比べ18億551万円増加　

　まつおこども園の移転整備や環境改善センターの施設改
修を実施したため前年度と比べ全体で18億551万円増加と
なりました。
　歳出を費目別でみると、民生費が全体の32.2%を占めてお
り、続いて教育費13.8%、総務費13.3%の順となっています。

○人件費 36億1676万円 （＋0.3%） ○積立金  1億5302万円 （－57.7%）
○扶助費 33億9671万円 （＋6.2%） ○投資及び出資金・貸付金 4973万円 （＋  7.3%）
○公債費 24億0990万円 （－2.1%） ○繰出金  21億3336万円 （＋  1.1%）
○物件費 31億3453万円 （＋7.9%） ○普通建設事業費  34億8181万円 （＋52.2%）
○維持補修費 2億0540万円 （－8.8%） ○災害復旧事業費  3億0200万円 （＋1875.1%）
○補助費等 31億6336万円 （＋4.6%）   合計220億4658万円 （＋  8.9%）

農林水産業費
11億1104万円

5.1％ 

農林水産業費
11億1104万円

5.1％ 

【
用
語
の
解
説
】

＊
歳
入
＊

繰
入
金
・・・一般
会
計
、特
別
会

計
、基
金
の
間
で
移
動
す
る
お
金 

地
方
交
付
税
・・・ど
の
地
方
自

治
体
で
も一定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
行
え
る
よ
う
に
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

国
庫
支
出
金
・・・
市
が
行
う
事

業
に
対
し
、必
要
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

市
債
・・・
公
共
施
設
の
整
備
な

ど
の
資
金
と
し
て
借
り
る
お
金

地
方
譲
与
税
・・・
国
税
と
し
て

徴
収
さ
れ
た
後
、市
に
譲
与
さ
れ

る
お
金（
地
方
揮
発
油
譲
与
税

や
自
動
車
重
量
譲
与
税
な
ど
）

＊
歳
出
＊

扶
助
費
・・・
高
齢
者
、障
が
い

者
、児
童
、生
活
困
窮
者
な
ど
へ

の
支
援
に
要
す
る
お
金

公
債
費
・・・
市
の
借
入
金
の
返

済
に
か
か
る
お
金

物
件
費・・・市
の
事
業
に
必
要
な

消
耗
品
や
備
品
、委
託
業
務
な

ど
に
要
す
る
お
金

補
助
費
等
・・・一部
事
務
組
合
へ

の
負
担
金
や
各
種
団
体
への
補

助
金
な
ど

積
立
金・・・
計
画
的
な
財
政
運

営
や
特
定
の
支
出
目
的
の
た
め

に
基
金
に
積
立
て
る
お
金（
市
の

預
金
）

繰
出
金
・・・
特
別
会
計
の
事
務

を
補
助
す
る
た
め
、一般
会
計
か

ら
特
別
会
計
に
支
出
す
る
お
金

普
通
建
設
事
業
費
・・・
道
路
や

学
校
の
建
設
な
ど
、社
会
資
本

整
備
に
要
す
る
お
金

○市債の状況

特別会計
国民健康保険特別会計 歳入 66億9634万円
(事業勘定) 歳出 65億3892万円
国民健康保険特別会計 歳入 1億2120万円

（直営診療施設勘定） 歳出 1億1039万円
後期高齢者医療特別会計 歳入 5億5917万円
 歳出 5億5860万円
介護保険特別会計 歳入 47億6711万円
 歳出 46億9605万円
組合立国保成東病院事業 歳入 1億9166万円
清算事務特別会計 歳出 1億6169万円
地方独立行政法人さんむ医療 歳入 1億2324万円
センター公債管理特別会計 歳出 1億2324万円
農業集落排水事業特別会計 歳入 2億8694万円
 歳出 2億8553万円

公営企業会計
水道事業会計 収益的収入 4億 977万円
 収益的支出 3億5628円
 資本的収入 647万円
 資本的支出 1億9250万円

市の市債残高は239億4557万円
前年度に比べ5億3133万円減少

市民１人あたりの借金
47万397円（－3732円）

○基金の状況

○特別会計の決算

市の基金残高は183億4381万円
前年度に比べ7億186万円減少

市民１人あたりの預金
36万354円（－8569円）

残高の推移

H27 H28 H29 R1H30

残高の推移

H27 R1H28 H29 H30

財政課　　☎0475（80）1121問

244億
7690万円

268億
6792万円

256億
1477万円

257億
8401万円 239億

4557万円

190億
4567万円

183億
4381万円178億

8673万円

177億
5357万円

184億
9969万円
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地域振興基金運用益金を活用した事業の報告
　市では、市民の連帯の強化や地域振興を進めるために設けられた「山武市地域振興基金」の運用から生ず
る収益（運用益金）を財源とした事業展開をしています。令和元年度において運用益金を活用して実施した
事業の概要について報告します。

事業名 総事業費（千円） 摘　　要
地域まちづくり事業 11,238 ３団体の活動費
市民提案型交流のまちづくり推進事業 396 ２件の事業実施費
地域まちづくりグローバル賑わい空間事業 3,210 松尾高校での英語合宿の開催
にぎわい創出事業 270 山武市観光協会による観光優待クーポン券の作成
サマーカーニバル実行委員会補助事業 1,017 サマーカーニバル実行委員会による事業実施費
さんむS1フェスティバル実行委員会補助事業 310 さんむS1フェスティバル実行委員会による事業実施費
松尾公民館ダンス振興事業 1,182 ダンスイベントにおける講師報償など
山のおんぶ実行委員会補助事業 2,786 山のおんぶ実行委員会による事業実施費

合　　　　　　　　計 20,409 総事業費のうち、運用益金から7,122千円を充当しました。
� T　企画政策課　☎0475（80）1132

T　財政課　☎0475（80）1121

国民健康保険特別会計 歳入 66億9634万円
（事業勘定） 歳出 65億3892万円
国民健康保険特別会計 歳入 1億2120万円

（直営診療施設勘定） 歳出 1億1039万円
後期高齢者医療特別会計 歳入 5億5917万円

歳出 5億5860万円
介護保険特別会計 歳入 47億6711万円

歳出 46億9605万円
組合立国保成東病院事業 歳入 1億9166万円
清算事務特別会計 歳出 1億6169万円

地方独立行政法人さんむ医療 歳入 1億2324万円
センター公債管理特別会計 歳出 1億2324万円
農業集落排水事業特別会計 歳入 2億8694万円

歳出 2億8553万円
水道事業会計 収益的収入 4億 977万円

〔公営企業会計〕 収益的支出 3億5628万円
資本的収入 647万円
資本的支出 1億9250万円



（注）公営企業等会計部門は、水道企業会計、国民健康保険特別会計および介護保
険特別会計に属する職員をいいます。

５　特別職の報酬等の状況 （令和2年4月1日現在）

（２）年齢別職員構成の状況

（３）職員数の推移

（１）部門別職員数と主な増減理由

支給実績
支給職員1人当たり平均支給額（令和元年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和元年度）
手当の種類（手当数）

徴収業務手当
生活保護業務手当
研究手当
診療手当
時間外診療手当
看護手当

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績
（元年度決算）

左記職員に対
する支給単価

収税課職員
社会福祉課保護係職員
医師
医師
医師
国保日向診療所看護師

税、債権の徴収業務
生活保護に関する業務
診療に関する研究
患者の診療、手術に関する業務
受付時間外の診療に関する業務
診療所での看護、介護に関する業務

557千円
252千円
支給なし
支給なし
支給なし
308千円

月額  3,500円
月額  3,500円
月額30,000円
日額  1,100円
1回  3,500円
日額    700円

1,117千円
53,300円

4.8％
下記のとおり（6）

区 分

内容および支給単価

扶養親族のある職員に支給

子　　　 10,000円
子以外の被扶養者 6,500円
16～22歳までの子は5,000
円加算

住宅を借り受けている職員に支給

支給限度額　月額28,000円

通勤距離が片道2km以上で
ある職員に支給

徒歩通勤者には支給なし
公共交通機関利用者は、定
期代を支給

職員を管理、監督する地位に
ある職員に支給

医師　   96,400円
部長級　73,000円
次長級　62,000円
課長級　53,000円
主幹　　42,000円
補佐、園長級　34,000円
副主幹　24,000円
副園長　21,000円

管理職職員が、臨時または緊
急の必要または公務の運営の
必要により勤務したときに支給

週休日等
8級職員　12,000円
7級職員　10,000円
6級職員　8,000円
要勤務日
22時以降の勤務に対し週休
日等の手当額の半額を支給

自家用車等の通勤
者に対し、手当額
を４kmごとに設
定しているが、２
kmごとに設定し
て支給している

名称　｢俸給の特

4時間未満の短時
間勤務は、手当額
の2分の1を支給

別調整額｣
支給対象職員お
よび支給額

医師に支給

休日等に来庁者の受付および
庁舎の保全等を行う者に支給
勤務１回につき4,400円支給

国 の 制 度 と
異 な る 内 容

支 給 実 績
（令和元年度決算）

（令和元年度決算）

国の制
度との
異 同

支 給 職 員
1人 当 たり
平均支給額

全 職 種

区 分 全 職 種

（３）特殊勤務手当  

市 長
副 市 長
議 長
副 議 長
議 員

【６月支給分】
　（基本給 + 役職加算（20%））
　　　　　　×期末手当支給率（2.25）

【12月支給分】
　（基本給 + 役職加算（20%））
　　　　　　×期末手当支給率（2.25）

800,000 円
690,000 円
410,000 円
360,000 円
330,000 円

区 分 給 料 月 額 期 末 手 当

６　職員数の状況

議 会

総 務

税 務

農 水

商 工

土 木

民 生

衛 生

小 計

特 別 行 政 部 門
（ 教 育 ）

公営企業等会計部門

合 計

５人

114人

30人

20人

9人

２6人

１０0人

３2人

３３6人

７5人

37人

4４8人

５人

112人

3１人

18人

９人

２5人

９9人

３5人

３３4人

７6人

37人

4４7人

2人

▲1人

2人

0人

０人

1人

2人

０人

1人

▲１人

1人

区 分 増 減 主な増減理由
令和元年度 令和２年度
年度当初
職 員 数

年度当初
職 員 数

（５）その他の手当  （令和2年4月1日現在）

支給実績
職員 1 人当たり平均支給年額

113,797千円

71,232千円
324千円

元 年 度
決 算

令 和

30年度
決 算

平 成 支給実績
職員 1 人当たり平均支給年額 201千円

（４）時間外勤務手当

当
手
養
扶

名
当
手

当
手
職
理
管

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
初
任
給
調
整
手
当

宿
日
直
手
当

当
手
勤
通

当
手
居
住

分

区

門

部
政

行

般
一

数
員
職

計

同 じ

異なる

同 じ

同 じ

同 じ

異なる

異なる

34,932千円

12,887千円

39,378千円

43,622千円

－　千円 －　千円

6,029千円

1,109千円

214,305円

262,991円

93,311円

490,135円

73,610円

4,863円

448
人

2
人

47
人

34
人

52
人

96
人

48
人

44
人

19
人

28
人

36
人

35
人

7
人

60

上
以
歳

56
59
歳

52
55
歳

48
51
歳

44
47
歳

40
43
歳

36
39
歳

32
35
歳

28
31
歳

24
27
歳

20
23
歳

20

満
未
歳

業務増

欠員不補充 

災害復旧関連

業務増 

業務増

欠員不補充

▲３人 欠員不補充

職員の給与等の状況

年度
部門別

平成
28年

平成
29年

令和
元年

334
76
0

410
37
447

令和
２年

336
75
0

411
37
448

平成
30年

335
77
0

412
38
450

332
76
0

408
39
447

331
75
0

406
40
446

過去5年間の
増減数（率）

5人
　　　 0
　　　 0

5人
▲ 3人

2人

（1.02%）
　

（1.01%）
（▲9.25%）

（1.00%）

一 般 行 政
教 育
消 防
普 通 会 計 計
公営企業等会計計
総 合 計

（２）地域手当  （令和2年4月1日現在）
支給実績（令和元年度決算）
支給職員 1 人当たり平均支給年額
支給対象地域

3％ 行政職給料表適用職員
医療職給料表適用職員

448人山武市内
15％ 0 人

支 給 率 対 象 職 種 支給対象職員数

53,348,756円
122,360円

総務課　☎0475（80）1117

山武市職員の給与等の状況山武市職員の給与等の状況

（１）人件費の状況  （普通会計決算）
１　総  括

３　一般行政職の級別職員数等の状況
（注）人件費とは、職員に支給された給与、職員手当、各種負担金の総額をいい、実

質収支の額とは、団体の純剰余または純損失の額を示すものです。

（注）１ 山武市給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。ただし、技能
　 労務職、幼稚園教諭、保育士等は除く。 
２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（注）職員数は、普通会計に属する一般行政職、技能労務職、保育士、幼稚園教諭等の
総数であり、給与費とは、人件費のうち職員に支給される給料および職員手当（退
職手当を除く）をいいます。

（注）

住民基本
台帳人口

（令和2年1月1日現在）

（参考）
平成30年度
の人件費率

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）実質収支区分

人
51,176

千円
22,169,828

千円
1,111,654

千円
3,616,760

％ 
16.3　

％ 
17.7　

１人当たり
給 与 費
（B/A）

職員数
（A） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

区分

419
人 千円

1,558,789
千円

295,568
千円

632,752
千円

2,487,109
千円

5,936

給与費
（２）職員給与費の状況  （普通会計決算）

民間給与A 公務員給与B 格差 A-B 勧告（改定率）
給与改定率 （参考）

国の改定率区分

366,454円 366,401円 53円 勧告なし 改定なし％
－

千葉県人事委員会の勧告

（４）給与改定の状況
①月例給

（注）

（３）ラスパイレス指数の状況  （各年度4月1日現在）
区 分
山 武 市
全 国 市 平 均

令和2年度1年度平成3平成30年度
101.9 
－ 98.9

101.2 
99.1

101.4 

（２）職員の初任給の状況  （令和2年4月1日現在）

（１）期末手当・勤勉手当

（１）一般行政職の級別職員数の状況

区 分 山 武 市 千 葉 県 国

一般行政職 大学卒 188,700 円 188,700 円

高校卒 154,900 円 154,900 円 150,600 円

総合職
一般職

186,700円
182,200円

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況  （令和2年4月1日現在）

（令和2年4月1日現在）

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒
高校卒

261,600円
該当なし

287,400円
該当なし 該当なし

358,833円

区 分

8 級

7 級

6 級

5 級

4 級

3 級

2 級

1 級

8 人

36人

37人

66人

64人

20人

44人

35人

2.6％

11.6％

11.9％

21.3％

20.6％

6.5％

14.2％

11.3 ％

部長、会計管理者、議会事務局長、次長、参事の職務

課長、事務局長、所長、室長、主幹の職務

補佐、副主幹の職務 

係長、主査の職務

主査補、主任技師の職務

主任主事、主任技師の職務

主事、技師の職務

主事補、技師補の職務

職員数 構成比標 準 的な職 務 の 内 容

４　職員手当の状況

山 武 市 千 葉 県 国

② 技能労務職

（　　）内、再任用職員に係る支給割合です。

1人当たり平均支給額
（令和元年度） 1,511千円

1人当たり平均支給額
（令和元年度）    ―  千円

1人当たり平均支給額
（令和元年度）    ―  千円

（令和元年度支給割合） （令和元年度支給割合）（令和元年度支給割合）
期末手当
2.60月分

（1.45）月分

勤勉手当
1.90月分

（0.90）月分

期末手当
2.60月分

（1.45）月分

勤勉手当
1.90月分

（0.90）月分

期末手当
2.60月分

（1.45）月分

勤勉手当
1.90月分

（0.90）月分

職制上の段階、職務
の等級による加算措置
役職加算  ５～20％

職制上の段階、職務
の等級による加算措置
役職加算  ５～20％
管理職加算  10～25％

職制上の段階、職務
の等級による加算措置
役職加算  ５～20％
管理職加算  10～25％

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

地方公務員の給与は、地方公務員法により、国や他の地方公共団体
の職員の給与、民間企業従業員の給与、その他の事情を考慮して決め
ることとなっています。

山武市職員の給与は、人事院勧告および千葉県人事委員会勧告に
基づき、市議会の審議を経て条例で定められています。

その内容について、市民の皆さんにご理解いただくため、次のとお
り公表します。

1 ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準
で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を
補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。

「平均給料月額」とは、令和2年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当
などの諸手当の額を合計したものです。

「平均給与月額（国比較ベース）」とは、国の公表資料と同じベース（＝時間外勤務手当等
を除いたもの）で算出しています。

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

① 一般行政職

２　職員の平均給与月額、初任給の状況
（各職種 令和2年4月1日現在）

区 分
山 武 市
千 葉 県

国

平均年齢
41.8歳
40.8歳
43.2歳

平均給料月額
328,208円
308,010円
327,564円

平均給与月額
375,563円
410,794円

－円

359,801円
－円

408,868円

平 均 給 与 月 額
（国比較ベース）

区 分
山 武 市
千 葉 県

国

平均年齢
58.8歳
53.7歳
50.9歳

職員数
2人

－人
2319人

平均給料月額
314,300円
309,007円
287,283円

平均給与月額
335,646円
366,264円

－円

335,646円
－円

328,862円

平均給与月額
（国比較ベース）

（注）令和2年度の千葉県人事委員会勧告で、月例給に関する勧告はありませんでした。

民間の支給割合A 公務員の支給月数B 格差 A-B 勧告（改定月数）
年間支給月数 （参考）

国の年間支給月数区分

月
4.46

月
4.50

月
－0.04

月
－0.05

月
4.45 4.45

月

千葉県人事委員会の勧告
②特別給（期末・勤勉手当）

（注）「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合、「公務
員の支給月数」は期末手当および勤勉手当の年間支給月数である。

元年度

元年度

2年度
「民間給与」、「公務員給与」は、千葉県人事委員会勧告において公民の4月分の給与
額をラスパイレス比較した平均給与月額である。　

2年度

8広報さんむ
2021.2月



（２）地域手当  （令和2年4月1日現在）
支給実績（令和元年度決算）
支給職員 1 人当たり平均支給年額
支給対象地域

3％ 行政職給料表適用職員
医療職給料表適用職員

448人山武市内
15％ 0 人

支 給 率 対 象 職 種 支給対象職員数

53,348,756円
122,360円

総務課　☎0475（80）1117

山武市職員の給与等の状況山武市職員の給与等の状況

（１）人件費の状況  （普通会計決算）
１　総  括

３　一般行政職の級別職員数等の状況
（注）人件費とは、職員に支給された給与、職員手当、各種負担金の総額をいい、実

質収支の額とは、団体の純剰余または純損失の額を示すものです。

（注）１ 山武市給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。ただし、技能
　 労務職、幼稚園教諭、保育士等は除く。 
２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（注）職員数は、普通会計に属する一般行政職、技能労務職、保育士、幼稚園教諭等の
総数であり、給与費とは、人件費のうち職員に支給される給料および職員手当（退
職手当を除く）をいいます。

（注）

住民基本
台帳人口

（令和2年1月1日現在）

（参考）
平成30年度
の人件費率

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）実質収支区分

人
51,176

千円
22,169,828

千円
1,111,654

千円
3,616,760

％ 
16.3　

％ 
17.7　

１人当たり
給 与 費
（B/A）

職員数
（A） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

区分

419
人 千円

1,558,789
千円

295,568
千円

632,752
千円

2,487,109
千円

5,936

給与費
（２）職員給与費の状況  （普通会計決算）

民間給与A 公務員給与B 格差 A-B 勧告（改定率）
給与改定率 （参考）

国の改定率区分

366,454円 366,401円 53円 勧告なし 改定なし％
－

千葉県人事委員会の勧告

（４）給与改定の状況
①月例給

（注）

（３）ラスパイレス指数の状況  （各年度4月1日現在）
区 分
山 武 市
全 国 市 平 均

令和2年度1年度平成3平成30年度
101.9 
－ 98.9

101.2 
99.1

101.4 

（２）職員の初任給の状況  （令和2年4月1日現在）

（１）期末手当・勤勉手当

（１）一般行政職の級別職員数の状況

区 分 山 武 市 千 葉 県 国

一般行政職 大学卒 188,700 円 188,700 円

高校卒 154,900 円 154,900 円 150,600 円

総合職
一般職

186,700円
182,200円

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況  （令和2年4月1日現在）

（令和2年4月1日現在）

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒
高校卒

261,600円
該当なし

287,400円
該当なし 該当なし

358,833円

区 分

8 級

7 級

6 級

5 級

4 級

3 級

2 級

1 級

8 人

36人

37人

66人

64人

20人

44人

35人

2.6％

11.6％

11.9％

21.3％

20.6％

6.5％

14.2％

11.3 ％

部長、会計管理者、議会事務局長、次長、参事の職務

課長、事務局長、所長、室長、主幹の職務

補佐、副主幹の職務 

係長、主査の職務

主査補、主任技師の職務

主任主事、主任技師の職務

主事、技師の職務

主事補、技師補の職務

職員数 構成比標 準 的な職 務 の 内 容

４　職員手当の状況

山 武 市 千 葉 県 国

② 技能労務職

（　　）内、再任用職員に係る支給割合です。

1人当たり平均支給額
（令和元年度） 1,511千円

1人当たり平均支給額
（令和元年度）    ―  千円

1人当たり平均支給額
（令和元年度）    ―  千円

（令和元年度支給割合） （令和元年度支給割合）（令和元年度支給割合）
期末手当
2.60月分

（1.45）月分

勤勉手当
1.90月分

（0.90）月分

期末手当
2.60月分

（1.45）月分

勤勉手当
1.90月分

（0.90）月分

期末手当
2.60月分

（1.45）月分

勤勉手当
1.90月分

（0.90）月分

職制上の段階、職務
の等級による加算措置
役職加算  ５～20％

職制上の段階、職務
の等級による加算措置
役職加算  ５～20％
管理職加算  10～25％

職制上の段階、職務
の等級による加算措置
役職加算  ５～20％
管理職加算  10～25％

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

地方公務員の給与は、地方公務員法により、国や他の地方公共団体
の職員の給与、民間企業従業員の給与、その他の事情を考慮して決め
ることとなっています。

山武市職員の給与は、人事院勧告および千葉県人事委員会勧告に
基づき、市議会の審議を経て条例で定められています。

その内容について、市民の皆さんにご理解いただくため、次のとお
り公表します。

1 ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準
で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を
補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。

「平均給料月額」とは、令和2年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当
などの諸手当の額を合計したものです。

「平均給与月額（国比較ベース）」とは、国の公表資料と同じベース（＝時間外勤務手当等
を除いたもの）で算出しています。

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

① 一般行政職

２　職員の平均給与月額、初任給の状況
（各職種 令和2年4月1日現在）

区 分
山 武 市
千 葉 県

国

平均年齢
41.8歳
40.8歳
43.2歳

平均給料月額
328,208円
308,010円
327,564円

平均給与月額
375,563円
410,794円

－円

359,801円
－円

408,868円

平 均 給 与 月 額
（国比較ベース）

区 分
山 武 市
千 葉 県

国

平均年齢
58.8歳
53.7歳
50.9歳

職員数
2人

－人
2319人

平均給料月額
314,300円
309,007円
287,283円

平均給与月額
335,646円
366,264円

－円

335,646円
－円

328,862円

平均給与月額
（国比較ベース）

（注）令和2年度の千葉県人事委員会勧告で、月例給に関する勧告はありませんでした。

民間の支給割合A 公務員の支給月数B 格差 A-B 勧告（改定月数）
年間支給月数 （参考）

国の年間支給月数区分

月
4.46

月
4.50

月
－0.04

月
－0.05

月
4.45 4.45

月

千葉県人事委員会の勧告
②特別給（期末・勤勉手当）

（注）「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合、「公務
員の支給月数」は期末手当および勤勉手当の年間支給月数である。

元年度

元年度

2年度
「民間給与」、「公務員給与」は、千葉県人事委員会勧告において公民の4月分の給与
額をラスパイレス比較した平均給与月額である。　

2年度
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【施策成果指標の動向（達成度）】
24施策の成果として設定されている40の成果指標について、計画開始当初と比
較して成果指標が向上している指標は約6割ですが、成果が向上し、めざそう値に
対して概ね順調な成果を上げていると評価したもの（評価区分「達成」「高」）は20指標
（50.0％）となっています。維持・横ばいのもの（評価区分「中」）が5指標（12.5％）、計
画開始当初よりも低下したもの（評価区分「低」）が14指標（35.0％）となっています。

【基本事業の成果指標の動向（達成度）】
24施策の成果（前述の40成果指標）を向上させるための手段として、施策体系に位
置付けられている108の基本事業の成果を示すものとして207の成果指標が設定され
ています。
それらの指標の動向として、成果が向上し、めざそう値に対して概ね順調な成果を
上げていると評価したもの（評価区分「達成」「高」）が87指標（42.0％）、維持・横ばいの
もの（評価区分「中」）が57指標（27.5％）、計画当初よりも低下したもの（評価区分「低」）
が53指標（25.6％）となっています。

山武市まちづくり報告書を公開

平成31年３月に策定しました『第２次山武市総合計画』に基づき、まちづくりのめざす姿を24の施策と
108の基本事業に体系化し、『山武市まちづくり報告書』として公開します。
この『まちづくり報告書』は、「何を」「いつまでに」「どこまで」進めていくのか、また、進んでいるのかを
明確に示すために設定した247の「成果指標値」の推移から、前年度のまちづくりの推進状況を市民の皆さ
まにお知らせするものです。
『まちづくり報告書』は、市ホームページに掲載しているほか、企画政策課、各出張所、各図書館でも閲
覧できますのでご覧ください。� T　企画政策課　☎0475（80）1132

●総合計画における『まちづくり報告書』の位置づけ

●令和元年度の進捗状況

達成
74指標

低
53指標

比較不可（－）
10指標

高
13指標

中
57指標

達成
14指標

高
6指標中

5指標

低
14指標

比較不可（－）
1指標

 

貢献 

政策
（６） 

施策（24）  

事務事業 

まちづくり報告書 [施策・基本事業評価] 

施策･基本事業の目標達成状況を成果指標で把握し、

その原因を分析・評価し今後の方向性を検討します。 

貢献 

貢献 
基本事業（108）

政政策策実実現現ののたためめのの手手段段  

施施策策実実現現ののたためめのの手手段段

基基本本事事業業のの目目的的をを実実現現すするるたためめのの  
最最もも具具体体的的なな手手段段  

まちづくりの取り組み方向 

 [事務事業評価] 

 事務事業の活動内容や成果状況を把握し、事業成果や施策･

基本事業への貢献度から事業の改善案を検討します。 

手段 

目的 

目的 

手段 目的 

手段 

山武市プレミアム付商品券の使用期限が近づいています。
未使用の商品券をお持ちの方は期限までにご使用ください。
　※商品券の販売は既に終了しています。
　●使用期限　2月28日㈰
　●取扱店の皆さまへ
　　使用済み商品券の換金期限は3月12日㈮です。
　　換金漏れの無いようご注意ください。
　　T　山武市商工会　☎0479（86）5147

見本

見本

山武市プレミアム付商品券の使用期限が近づいています
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１月号でお知らせしましたように、2018年10月から運行してきた、さんむウイングライナー（成田方面への
路線バス）は、3月31日㈬で実証実験運行を終了します。これまでご利用いただき、ありがとうございました。
◆ご利用中の皆さまへ
　3月31日㈬まで、さんむウイングライナーは運行します。
　4月1日㈭以降、順次、バス停を撤去し、専用駐車場等を閉鎖しますのでご注意ください。
　T　企画政策課　☎0475(80)1131

さんむウイングライナー実証実験運行が終了します

《実証実験でわかったこと》
　成田空港周辺企業への就業促進の流れをつくる目的で、2018年10月から運行してきました。
2018年10月から2020年10月までの２年間(途中経過)の実証実験で分かったことの一部をお知らせし
ます。
◆２年間の総利用者数は47,505人となっています。
◆１日の利用者数の平均は63.6人、１便あたりの利用者数は3.2人となっています。

◆バス停ごとの利用者数

成田方面行きの乗車で利用者が多いバス停は、芝山中学校入口、風和里しばやま、JR 成東駅の順でし
た。4割を超える利用者が、芝山町にあるバス停で乗車することがわかりました。

山武方面行きの降車で利用者が多いバス停は、JR 成東駅、風和里しばやま、芝山中学校入口の順でし
た。JR成東駅が最も多いことは、実証実験の目的にかなうものでしたが、4割近い利用者が芝山町にある
バス停で降りてしまうことがわかりました。

成　田　方　面　行　き 乗降者数　　27,226人
順位 乗車バス停 人数(人) 順位 降車バス停 人数(人)
１ 芝山中学校入口 6,677 １ 空港第２旅客ターミナル 14,764
２ 風和里しばやま 5,226 ２ イオンモール成田 5,444
３ JR成東駅 5,159 ３ 京成成田駅 1,972
４ 山武市役所 2,333 ４ さんぶの森公園 1,214
５ さんぶの森公園 2,213 ５ JR成東駅 1,119

山　武　方　面　行　き 乗降者数　　20,279人
順位 乗車バス停 人数(人) 順位 降車バス停 人数(人)
１ 空港第２旅客ターミナル 8,970 １ JR成東駅 4,332
２ イオンモール成田 4,879 ２ 風和里しばやま 3,797
３ 京成成田駅 2,043 ３ 芝山中学校入口 3,420
４ さんぶの森公園 1,268 ４ さんぶの森公園 1,939
５ 風和里しばやま 632 ５ 日向台 1,936

◆実証実験の結果をふまえて……
　２年間の実証実験運行から乗降データ等を分析・検討した結果、現在の利用状況では、さんむ
ウイングライナーについて、市が費用を負担しつつ路線を維持していくことは難しいとの結論に
至りました。
　市では今後も地域の実情に即した、市民の皆さまが利用しやすい公共交通のあり方を検討して
まいりますので、ご理解、ご協力をよろしくお願いします。
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行政からの
お知らせ

information

千
葉
県
災
害
義
援
金

�

申
請
期
限
の
お
知
ら
せ

令
和
元
年
台
風
15
号
か
ら
の
一
連
の

災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
、
千
葉

県
に
寄
せ
ら
れ
た
災
害
義
援
金
を
配
分

し
て
い
ま
す
。

申
請
の
お
済
み
で
な
い
方
は
必
ず
期

限
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
被
災
さ
れ
た
住
家
に
お
住
ま

い
の
世
帯
主
の
方（
罹
災
証
明
書
で

被
害
状
況
を
確
認
し
ま
す
）

申
請
期
限　
３
月
31
日
㈬
※
必
着

※
半
壊
の
方
が
解
体
さ
れ
た
場
合
の
区

分
変
更
に
つ
い
て
も
同
日
で
す
。

※
期
限
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

T　
社
会
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
２

２
月
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

推
進
月
間
で
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は

①
お
財
布
に
や
さ
し
い

…
…
新
薬
に
比
べ
３

～
５
割
程
度
お
薬
代

が
安
く
な
る
場
合
が

多
い
で
す
。

②
安
心
な
お
薬
で
す

…
…
国
が
許
可
し
た
お
薬
だ
け
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
変
更
は
簡
単
。
希
望
す
る
だ
け
…
…

か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
薬
剤
師

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
軽

減
と
医
療
保
険
財
政
の
健
全
化
を
目
的

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
を
２
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

安
く
な
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

令
和
２
年
10
月
に
薬
の
処
方
を
受
け

た
20
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
２
０
０
円
以
上
を
軽
減
で
き
る
方

T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

年
金
事
務
所
で
の
年
金
相
談
・
手

続
き
に
は
、
予
約
が
お
す
す
め
で
す

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務

所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続

き
に
つ
い
て
、
事
前
予
約
を
行
っ
て
い

ま
す
。
待
ち
時
間
の
少
な
い
予
約
相
談

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
は
、
予
約
相
談
希
望
日
の

１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
で
す
。

予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な

ど
）を
ご
用
意
の
う
え
、
全
国
共
通
の

予
約
受
付
専
用
電
話
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
予
約
受
付
専
用
電
話

�

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

　
　
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

出
張
健
康
教
室
の
ご
案
内

市
で
は
、
健
康
維
持
や
介
護
予
防
に
取

り
組
む
機
会
と
し
て
、
保
健
師
な
ど
専
門

職
が
地
域
に
お
伺
い
す
る
健
康
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対　
象　
各
地
区
単
位
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ

ブ
、
自
主
グ
ル
ー
プ
、
通
い
・
集
い

の
場
、ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

ご
友
人
同
士
な
ど
の
集
ま
り
等
、
お

お
む
ね
５
人
以
上
の
団
体（
参
加
人

数
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

場　
所　
地
区
の
公
民
館
等（
要
相
談
）

内　
容　
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
・

栄
養
・
口
腔
・
認
知
症
等
に
つ
い
て

の
講
話
や
運
動

講　
師　
保
健
師
、
理
学
療
法
士
、
健

康
運
動
指
導
士
、
歯
科
衛
生
士
、
栄

養
士
、
看
護
師
等

費　
用　
無
料

S�

・
T　
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
協
会

山
武
地
区
手
話
学
習
会

こ
の
学
習
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
聞
こ
え
に
く
い
人
、
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
人
の
集
ま
り
で
す
。
優
し
い
手

話
の
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

文
字
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
方
法（
要
約
筆
記
）が
あ
り

ま
す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
参
加

は
自
由
、
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

日　
時　
２
月
13
日
㈯　
午
前
10
～
11

時
55
分

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

T　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
会

�

F
０
４
７
５（
８
２
）２
６
７
０

�

担
当　
宮
野

　健康・福
祉


